Reception of Hunting Books Published in the 14th Century  France, between the Late Middle and Early Modern Ages by 頼, 順子
中
世
後
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
狩
猟
書
の
受
容頼
順
子
は
じ
め
に
本
報
告
で
は
、
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
成
立
し
た
狩
猟
書
と
い
う
史
料
の
受
容
と
継
承
の
事
例
を
、
一
七
世
紀
ま
で
射
程
に
入
れ
て
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、
継
承
さ
れ
る
史
料
の
器
と
な
る
支
持
体
と
形
態
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
西
欧
中
世
に
お
い
て
は
、
書
物
の
形
態
は
獣
皮
紙
（
羊
皮
紙
・
犢
皮
紙
な
ど
）
を
支
持
体
と
し
た
冊
子
体
（co
d
ex
）
が
主
流
で
あ
る
が
、
一
三
世
紀
頃
か
ら
紙
も
用
い
ら
れ
は
じ
め
る
。
し
か
し
、
巻
子
本
（ro
tu
lu
s １
）
）
は
典
礼
書
・
公
文
書
・
年
代
記
な
ど
用
途
が
限
ら
れ
て
い
た２
）
。
ま
た
、
西
欧
で
は
中
世
末
期
に
活
版
印
刷
術
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
も
っ
ぱ
ら
写
本
が
流
通
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
専
門
の
工
房
で
製
作
さ
れ
、
贈
答
・
相
続
の
対
象
と
も
な
る
威
信
財
と
し
て
機
能
す
る
豪
華
彩
色
写
本
と
、
個
人
が
み
ず
か
ら
の
手
で
筆
写
し
て
所
持
し
た
写
本
に
お
お
ま
か
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
五
世
紀
後
半
に
活
版
印
刷
術
が
導
入
さ
れ
た
後
も
、
工
房
で
製
作
さ
れ
る
写
本
の
ス
テ
イ
タ
ス
が
す
ぐ
に
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
く
、
一
六
世
紀
前
半
ま
で
版
本
と
競
合
す
る
関
係
に
あ
っ
た３
）
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
成
立
し
た
狩
猟
書
は
、
最
初
は
写
本
、
一
五
世
紀
後
半
以
降
は
版
本
の
形
態
も
取
り
な
が
ら
受
容
・
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
七
中
世
後
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
狩
猟
書
の
受
容
一
問
題
の
所
在
中
世
後
期
フ
ラ
ン
ス
社
会
で
は
、
王
侯
貴
族
の
あ
い
だ
で
狩
猟
と
狩
猟
書
が
流
行
し
た
。
西
欧
で
は
中
世
初
期
か
ら
狩
猟
権
は
国
王
大
権
と
結
び
つ
い
た
特
権
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
初
期
ヴ
ァ
ロ
ワ
朝
の
一
四
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
初
頭
に
、
王
権
に
よ
っ
て
身
分
に
も
と
づ
く
狩
猟
統
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
狩
猟
は
貴
族
の
も
の
で
あ
る
と
法
の
中
で
定
義
さ
れ
、
貴
族
の
文
化
、
あ
る
い
は
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る４
）
。
一
三
世
紀
後
半
以
降
、
西
欧
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
俗
語
の
教
化
の
書
や
技
術
書
が
流
通
し
た
。
そ
れ
ら
の
書
物
は
最
初
ラ
テ
ン
語
の
翻
訳
だ
っ
た
が
、
や
が
て
俗
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
著
作
が
登
場
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ヴ
ァ
ロ
ワ
朝
成
立
（
一
三
二
八
年
）
以
降
、
王
族
の
宮
廷
を
中
心
に
豪
華
彩
色
写
本
の
製
作
・
蒐
集
が
流
行
し
て
い
た
が
、
一
四
世
紀
後
半
以
降
、
技
術
書
の
一
種
で
あ
る
狩
猟
書
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
狩
猟
が
貴
族
文
化
と
し
て
認
知
さ
れ
た
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
本
報
告
で
取
り
上
げ
る
狩
猟
書
と
は
、「
狩
猟
お
よ
び
╱
あ
る
い
は
そ
の
補
助
物
四
足
動
物
ま
た
は
猟
鳥
に
か
ん
す
る
教
育
的
な
著
作
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
、
実
際
に
行
う
者
を
対
象
と
し
た
狩
猟
術
の
書
」（
Ｂ
・
ヴ
ァ
ン＝
デ
ン＝
ア
ベ
ル
）
の
こ
と
で
あ
る
。
主
題
は
猛
禽
類
や
猟
犬
を
用
い
た
貴
族
的
な
狩
猟
（fa
u
co
n
n
erie,
c h
a
sse
a
u
v
o
l
╱
v
en
e rie ,
ch
a
ss e
a
co
u
rre
）、
罠
や
飛
び
道
具
を
用
い
た
狩
猟
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
狩
猟
の
技
法
と
手
順
、
猟
犬
や
猟
鳥
の
種
類
の
説
明
と
そ
の
飼
い
馴
ら
し
方
、
日
常
の
管
理
、
病
気
の
治
療
法
な
ど
で
あ
る
。
表
現
形
式
は
韻
文
・
散
文
双
方
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
多
彩
な
様
相
を
呈
す
る５
）
。
西
欧
中
世
の
狩
猟
書
は
、
一
〇
世
紀
頃
に
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
鷹
の
病
気
の
治
療
法
の
断
篇
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
に
か
け
て
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
『
猟
鳥
を
用
い
た
狩
猟
術
に
つ
い
て
』（
一
二
四
四
｜
一
二
五
〇
頃
）
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
な
ラ
テ
ン
語
の
鷹
狩
り
の
書
が
成
立
し
た
。
一
三
世
紀
後
半
以
降
は
、
猟
犬
や
罠
、
飛
び
道
一
八
具
な
ど
を
用
い
た
狩
猟
法
を
扱
う
書
物
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
同
様
、
俗
語
で
狩
猟
書
が
書
か
れ
は
じ
め
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
三
世
紀
に
オ
イ
ル
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
の
『
鹿
狩
り
』
が
登
場
し
た
。
一
四
世
紀
後
半
、
フ
ラ
ン
ス
王
家
で
あ
る
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の
周
辺
で
四
点
の
狩
猟
書
が
相
次
い
で
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ン
リ
・
ド
・
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
『
モ
デ
ュ
ス
王
と
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
の
書
』（
一
三
五
四
｜
一
三
七
六
頃
成
立
）、
ガ
ー
ス
・
ド
・
ラ＝
ビ
ュ
イ
ー
ニ
ュ
『
狩
猟
物
語
』（
一
三
七
七
以
前
成
立
）、
ガ
ス
ト
ン
・
フ
ェ
ビ
ュ
ス
『
狩
猟
の
書
』（
一
三
八
七
｜
一
三
九
一
頃
成
立
）、
ア
ル
ド
ゥ
ア
ン
・
ド
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ＝
ゲ
ラ
ン
『
狩
猟
宝
典
』（
一
三
九
四
頃
成
立
）
で
あ
る６
）
。『
狩
猟
宝
典
』
を
除
く
三
点
の
著
作
は
、
一
六
世
紀
ま
で
写
本
・
版
本
が
再
生
産
さ
れ
続
け
、
狩
猟
の
手
順
の
規
範
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た７
）
。
一
五
世
紀
に
は
、
ラ
テ
ン
語
の
著
作
の
翻
訳
や
翻
案
な
ど
も
含
め
、
鷹
狩
り
を
中
心
に
二
〇
点
強
の
著
作
が
登
場
し
た
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
少
な
い
。
し
か
し
、
一
五
六
七
年
に
ギ
ヨ
ー
ム
・
タ
ル
デ
ィ
フ
『
鷹
狩
り
術
の
書８
）
』
な
ど
一
五
世
紀
の
い
く
つ
か
の
鷹
狩
り
の
書
を
収
録
し
た
集
成
本
が
刊
行
さ
れ
、
以
後
、
一
六
二
八
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
四
つ
の
版
元
か
ら
六
度
版
を
重
ね
た９
）
。
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
狩
猟
書
と
い
う
史
料
は
、
ど
の
よ
う
に
後
代
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
書
物
の
受
容
史
は
、
近
世
の
書
物
に
つ
い
て
は
Ａ
・
シ
ャ
ル
テ
ィ
エ
な
ど
に
よ
り
活
発
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る10
）
が
、
中
世
の
狩
猟
書
に
つ
い
て
は
状
況
が
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
狩
猟
書
の
研
究
は
、
Ｈ
・
ヴ
ェ
ル
ト
、
Ｇ
・
テ
ィ
ラ
ン
ダ
ー
と
そ
の
後
継
者
、
Ｂ
・
ヴ
ァ
ン＝
デ
ン＝
ア
ベ
ル
ら
に
よ
る
校
訂
な
ど
、
文
献
学
分
野
を
軸
と
し
て
、
お
も
に
文
学
（
Ａ
・
ス
ト
リ
ュ
ー
ベ
ル
、
Ch
・
ド
・
ソ
ー
ニ
エ
、
ヴ
ァ
ン＝
デ
ン＝
ア
ベ
ル
）
や
図
像
学
分
野
（
Ph
・
メ
ナ
ー
ル
、
Ｖ
・
リ
エ
ー
グ
ル
ほ
か
）
に
お
い
て
研
究
が
展
開
さ
れ
て
き
た11
）
。
そ
の
た
め
、
狩
猟
書
が
史
料
と
し
て
引
用
さ
れ
る
際
は
、
テ
ク
ス
ト
や
図
像
は
所
与
の
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
正
本
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
が
重
視
さ
れ
、
テ
ク
ス
ト
の
改
変
や
削
除
と
い
っ
た
行
為
も
後
代
に
お
け
る
書
物
の
受
容
の
一
形
態
で
あ
る
と
捉
え
、
抄
本
や
古
版
本
ま
で
射
程
に
入
れ
た
受
容
史
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
、
一
四
世
紀
な
か
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の
周
辺
で
成
立
し
た
『
モ
デ
ュ
ス
王
と
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
の
一
九
中
世
後
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
狩
猟
書
の
受
容
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
上
記
四
点
の
狩
猟
書
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、
ま
ず
そ
れ
ら
の
著
作
が
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
誰
に
受
容
さ
れ
た
の
か
、
判
明
し
て
い
る
写
本
の
所
持
者12
）
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
、
次
に
、
そ
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
、
テ
ク
ス
ト
が
改
変
さ
れ
た
事
例
に
注
目
し
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
二
一
四
世
紀
の
狩
猟
書
は
誰
に
受
容
さ
れ
た
か
（
一
）
四
点
の
狩
猟
書
成
立
の
経
緯
『
モ
デ
ュ
ス
王
と
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
の
書
』、『
狩
猟
物
語
』、『
狩
猟
の
書
』、『
狩
猟
宝
典
』
の
著
者
で
あ
る
ア
ン
リ
・
ド
・
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
（
生
没
年
不
詳
）、
ガ
ー
ス
・
ド
・
ラ＝
ビ
ュ
イ
ー
ニ
ュ
（
一
三
二
八
頃
｜
一
三
八
〇
頃
）、
フ
ォ
ワ
伯
・
ベ
ア
ル
ン
副
伯
ガ
ス
ト
ン
・
フ
ェ
ビ
ュ
ス
（
一
三
三
一
｜
一
三
九
一
）、
ア
ル
ド
ゥ
ア
ン
・
ド
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ＝
ゲ
ラ
ン
（
一
三
九
九
没
）
は
、
い
ず
れ
も
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の
宮
廷
と
か
か
わ
り
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
ア
ン
リ
・
ド
・
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
の
経
歴
と
生
涯
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
・
サ
ン＝
テ
ィ
レ
ー
ル
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
、
一
一
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
古
い
貴
族
家
系
出
身
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
家
は
ブ
ル
ト
ゥ
イ
ユ
の
森
を
所
有
し
、
フ
ラ
ン
ス
王
の
狩
猟
に
随
行
し
て
い
た13
）
。
ガ
ー
ス
・
ド
・
ラ＝
ビ
ュ
イ
ー
ニ
ュ
も
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
貴
族
家
系
出
身
で
、
聖
職
者
と
な
り
ヴ
ァ
ロ
ワ
朝
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
六
世
（
位
一
三
二
八
｜
一
三
五
〇
）
か
ら
シ
ャ
ル
ル
六
世
（
位
一
三
八
〇
｜
一
四
二
二
）
の
治
世
初
期
に
わ
た
っ
て
宮
廷
礼
拝
堂
付
首
席
司
祭
を
務
め
た14
）
。
ガ
ス
ト
ン
・
フ
ェ
ビ
ュ
ス
は
、
南
仏
の
領
邦
君
主
で
、
妃
の
ア
ニ
ェ
ス
・
ド
・
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
を
通
じ
て
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た15
）
。
ア
ル
ド
ゥ
ア
ン
・
ド
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ＝
ゲ
ラ
ン
は
、
ア
ン
ジ
ュ
ー
の
在
地
有
力
領
主
ヴ
ュ
エ
イ
ユ
家
と
縁
戚
関
係
に
あ
る
古
い
貴
族
家
系
出
身
で
、
ヴ
ァ
ロ
ワ
一
族
の
ア
ン
ジ
ュ
ー
公
ル
イ
二
世
（
一
三
七
七
｜
一
四
一
七
）
の
家
臣
で
あ
る16
）
。
四
点
の
狩
猟
書
の
う
ち
『
狩
猟
物
語
』
と
『
狩
猟
の
書
』
は
ジ
ャ
ン
二
世
の
四
男
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
（
豪
胆
公
、
二
〇
一
三
四
二
｜
一
四
〇
四
）
に
、
ま
た
『
狩
猟
宝
典
』
は
ア
ン
ジ
ュ
ー
公
ル
イ
二
世
と
そ
の
弟
に
献
呈
さ
れ
た17
）
。
ま
た
、『
狩
猟
の
書
』
以
外
の
三
点
の
著
作
に
は
、
ジ
ャ
ン
二
世
か
ら
シ
ャ
ル
ル
五
世
の
治
世
初
期
に
か
け
て
王
国
の
治
水
林
野
行
政
を
掌
握
し
、
狩
猟
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
タ
ン
カ
ル
ヴ
ィ
ル
伯
ジ
ャ
ン
二
世
・
ド
・
ム
ラ
ン
（
一
三
二
五
頃
｜
一
三
八
二
）
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
四
点
の
狩
猟
書
は
、
ヴ
ァ
ロ
ワ
一
族
の
宮
廷
を
核
と
す
る
サ
ー
ク
ル
の
中
で
成
立
し
た
と
い
え
る
。
（
二
）
四
点
の
狩
猟
書
の
所
持
者
で
は
、
四
点
の
狩
猟
書
の
写
本
は
誰
に
よ
っ
て
所
持
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
中
世
か
ら
近
世
ま
で
の
狩
猟
書
の
所
持
者
は
、
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の
王
族
と
そ
の
取
り
巻
き
を
は
じ
め
と
し
た
帯
剣
貴
族
が
大
半
で
あ
る18
）
。
た
と
え
ば
『
モ
デ
ュ
ス
王
と
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
の
書
』
の
写
本
は
、
一
四
六
七
年
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
財
産
目
録
に
四
点
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ダ
ン
マ
ル
タ
ン
伯
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
リ
（
一
三
九
四
以
降
没19
）
）、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ク
ロ
イ
（
一
四
五
五
｜
一
五
二
七
）、
ル
イ
・
ド
・
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
（
一
四
二
二
｜
一
四
九
二
）
ら
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
家
に
仕
え
た
貴
族
や
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ロ
リ
ス
（
一
三
八
〇
頃
没20
）
）、
ジ
ャ
ン
・
ド
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
（
一
三
四
九
頃
｜
一
四
〇
九21
）
）、
フ
ラ
ン
ス
王
軍
元
帥
ル
イ
・
ド
・
サ
ン
セ
ー
ル
（
一
三
四
一
╱
四
二
｜
一
四
〇
二
）、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
元
帥
ル
イ
・
マ
レ
・
ド
・
グ
ラ
ヴ
ィ
ル
（
一
四
三
八
｜
一
五
一
六
）
な
ど
フ
ラ
ン
ス
王
家
に
仕
え
た
貴
族
が
所
持
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
ジ
ャ
ン
二
世
の
侍
従
・
顧
問
を
務
め
た
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ロ
リ
ス
と
シ
ャ
ル
ル
六
世
時
代
に
財
務
卿
、
つ
い
で
フ
ラ
ン
ス
大
家
令
と
な
っ
た
ジ
ャ
ン
・
ド
・
モ
ン
タ
ギ
ュ22
）
は
、
活
動
時
期
は
異
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
王
に
仕
え
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
平
民
か
ら
貴
族
に
成
り
上
が
っ
た
人
物
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
の
中
に
は
、
最
初
の
所
持
者
の
手
を
離
れ
て
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
、
ベ
リ
ー
公
ジ
ャ
ン
、
ル
イ
一
二
世
な
ど
ヴ
ァ
ロ
ワ
一
族
の
手
に
渡
り
、
子
孫
に
代
々
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
の
フ
ラ
ン
ス
語
写
本
一
二
三
九
九
番
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
リ
か
ら
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
豪
胆
公
）
に
献
呈
さ
れ
、
ヴ
ァ
二
一
中
世
後
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
狩
猟
書
の
受
容
図
１
・
２
出
典
：
頼
順
子
「
中
世
後
期
の
狩
猟
と
狩
猟
術
の
書
」
大
阪
大
学
,
2010年
,
cx
li ,
cx
liii
頁
。
二
二
二
三
中
世
後
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
狩
猟
書
の
受
容
ロ
ワ＝
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
家
で
継
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
ト
リ
ノ
州
立
図
書
館
所
蔵
の
写
本
Ｊ
Ｂ
二
・
一
八
番
は
ジ
ャ
ン
・
ド
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
旧
蔵
本
で
、
彼
の
家
紋
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
経
緯
に
よ
り
シ
ャ
ル
ル
五
世
の
弟
ベ
リ
ー
公
ジ
ャ
ン
（
一
三
四
〇
｜
一
四
一
六
）
の
手
に
渡
り
、
第
二
〇
二
葉
裏
に
公
の
署
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
こ
の
写
本
は
公
の
娘
の
ボ
ン
ヌ
・
ド
・
ベ
リ
ー
の
婚
資
と
し
て
最
初
の
嫁
ぎ
先
の
サ
ヴ
ォ
ワ
家
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
こ
で
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
図
１
・
２
は
フ
ラ
ン
ス
王
家
の
系
図
と
狩
猟
書
の
写
本
の
継
承
の
流
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
、
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の
周
辺
で
成
立
し
た
四
点
の
狩
猟
書
の
写
本
が
数
世
代
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
四
点
の
狩
猟
書
は
、
お
も
に
フ
ラ
ン
ス
王
家
を
取
り
巻
く
帯
剣
貴
族
に
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
受
容
さ
れ
、
彼
ら
が
製
作
さ
せ
た
写
本
は
、
他
の
写
本
と
同
様
に
威
信
財
と
し
て
機
能
し
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
狩
猟
書
は
い
か
に
継
承
さ
れ
た
か
内
容
が
改
変
さ
れ
た
事
例
か
ら
（
一
）
貴
族
的
な
狩
猟
観
に
も
と
づ
く
受
容
と
内
容
の
改
変
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の
周
辺
で
成
立
し
た
四
点
の
狩
猟
書
は
、『
狩
猟
宝
典
』
を
除
い
て
狩
猟
書
の
権
威
と
み
な
さ
れ
、
一
六
世
紀
ま
で
再
生
産
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
テ
ク
ス
ト
は
同
時
代
の
多
く
の
世
俗
的
な
著
作
と
同
様
、
常
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
部
だ
け
抜
粋
さ
れ
た
り
、
内
容
の
改
変
を
蒙
っ
た
り
し
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
以
下
、『
モ
デ
ュ
ス
王
と
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
の
書
』
と
『
狩
猟
の
書
』
を
例
に
、
改
変
を
伴
う
継
承
の
事
例
を
紹
介
し
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
継
承
の
対
象
に
な
っ
た
の
か
分
析
す
る
。
①
ア
ン
リ
・
ド
・
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
『
モ
デ
ュ
ス
王
と
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
の
書
』
『
モ
デ
ュ
ス
王
と
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
の
書
』
は
、
全
二
五
九
章
の
散
文
で
、『
モ
デ
ュ
ス
王
の
狩
猟
の
書
』
お
よ
び
『
災
厄
の
夢
』
の
二
四
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
『
モ
デ
ュ
ス
王
の
狩
猟
の
書
』（
全
一
三
九
章
）
が
狩
猟
書
で
あ
り
、
貴
族
的
な
狩
猟
の
双
璧
で
あ
る
猟
鳥
と
猟
犬
を
用
い
た
狩
猟
法
、
貧
し
い
者
向
け
の
罠
を
用
い
た
狩
猟
法
、
弓
な
ど
飛
び
道
具
を
用
い
た
狩
猟
法
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
部
の
狩
猟
書
と
対
と
な
る
第
二
部
『
災
厄
の
夢
』
で
は
、
著
者
の
幻
視
に
よ
る
戦
争
と
疫
病
の
流
行
に
よ
る
災
厄
に
満
ち
た
世
界
が
寓
意
的
に
描
か
れ
、
狩
猟
に
か
ん
す
る
言
及
は
な
い
。
現
存
す
る
古
写
本
は
三
七
点
あ
り
、
こ
の
う
ち
『
モ
デ
ュ
ス
王
の
狩
猟
の
書
』
の
み
が
収
録
さ
れ
た
写
本
が
六
点
存
在
す
る
。
六
点
の
う
ち
の
一
点
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ロ
リ
ス
旧
蔵
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
・
コ
ン
デ
美
術
館
所
蔵
写
本
三
六
五
番
は
、『
モ
デ
ュ
ス
王
の
狩
猟
の
書
』
の
一
部
の
章
だ
け
抜
粋
さ
れ
た
抄
本
で
あ
る
。
写
本
は
『
モ
デ
ュ
ス
王
と
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
の
書
』
の
成
立
後
間
も
な
い
時
期
に
製
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ロ
リ
ス
は
パ
リ
の
都
市
民
と
し
て
生
ま
れ
、
聖
職
者
に
な
っ
た
後
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
六
世
と
ジ
ャ
ン
二
世
に
仕
え
、
政
治
・
外
交
・
財
務
分
野
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
平
民
か
ら
貴
族
に
叙
せ
ら
れ
た
。
彼
は
『
モ
デ
ュ
ス
王
と
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
の
書
』
全
体
の
内
容
で
は
な
く
、『
モ
デ
ュ
ス
王
の
狩
猟
の
書
』
の
鹿
狩
り23
）
（
第
三
｜
三
二
章
）
と
鷹
狩
り
（
第
八
九
｜
一
一
三
章
）
の
章
だ
け
を
抜
粋
し
た
彩
色
写
本
を
製
作
さ
せ
、
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
み
ず
か
ら
の
紋
章
を
描
か
せ
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
も
っ
と
も
貴
族
的
な
狩
猟
と
さ
れ
る
内
容
だ
け
を
選
択
し
て
受
容
し
、
同
時
代
の
王
侯
貴
族
に
倣
っ
て
、
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
豪
華
彩
色
写
本
を
製
作
・
所
持
し
た
の
で
あ
る
。
『
モ
デ
ュ
ス
王
と
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
の
書
』
は
四
点
の
狩
猟
書
の
中
で
も
っ
と
も
長
期
に
わ
た
り
受
容
さ
れ
、
版
本
の
時
代
に
も
繰
り
返
し
再
生
産
さ
れ
た
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、
一
四
八
六
年
か
ら
一
五
六
〇
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
異
な
る
版
元
か
ら
十
度
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
テ
ク
ス
ト
の
内
容
す
べ
て
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実
に
継
承
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
狩
猟
と
無
関
係
の
『
災
厄
の
夢
』
が
削
除
の
対
象
に
な
っ
た
。
一
四
八
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
ネ
レ
版
で
は
、『
モ
デ
ュ
ス
王
の
狩
猟
の
書
』
の
み
が
収
録
さ
れ
た
。
今
日
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
『
災
厄
の
夢
』
の
版
本
は
、
一
五
〇
五
年
の
ヴ
ェ
ラ
ー
ル
版24
）
の
み
で
あ
る
。
一
六
世
紀
の
版
本
に
は
、
一
五
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
ネ
レ
版
に
は
見
ら
れ
な
い
、
版
元
に
よ
る
大
幅
な
改
変
が
見
ら
れ
る
。
ラ
テ
ィ
オ
王
妃
に
二
五
中
世
後
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
狩
猟
書
の
受
容
よ
る
教
訓
化
、
鹿
狩
り
と
鷹
狩
り
の
優
劣
を
論
じ
た
討
論
（d
eb
a
t
）
と
タ
ン
カ
ル
ヴ
ィ
ル
伯
に
よ
る
評
定
の
よ
う
な
、
一
四
世
紀
に
流
行
し
た
文
学
形
式
で
記
述
さ
れ
た
部
分
や
、
記
憶
が
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
過
去
の
人
名
は
残
ら
ず
削
除
さ
れ
、
狩
猟
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
部
分
だ
け
が
選
択
的
に
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
五
六
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
セ
ル
ト
ゥ
ナ
版
、
コ
ロ
ゼ
版
、
ル
・
ノ
ワ
ー
ル
版
は
、
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
を
除
く
と
、
誤
植
も
含
め
す
べ
て
同
一
の
内
容
（
テ
ク
ス
ト
お
よ
び
木
版
画
八
点
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
版
に
は
、
最
初
の
版
元
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
セ
ル
ト
ゥ
ナ
に
よ
る
緒
言
お
よ
び
セ
ル
ト
ゥ
ナ
に
版
権
・
独
占
販
売
権
を
与
え
る
特
許
状
の
抜
粋
に
加
え
、
狩
猟
の
用
語
解
説
が
あ
ら
た
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
②
ガ
ス
ト
ン
・
フ
ェ
ビ
ュ
ス
『
狩
猟
の
書
』
『
狩
猟
の
書
』
は
、
全
八
六
章
の
散
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
猟
犬
を
用
い
た
狩
猟
と
道
具
を
用
い
た
狩
猟
が
主
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
猟
鳥
を
用
い
た
狩
猟
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
武
勇
、
愛
、
狩
猟
に
邁
進
す
る
と
い
う
序
文
の
記
述
を
は
じ
め
、
随
所
で
貴
族
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
狩
猟
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
の
完
成
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、『
フ
ェ
ビ
ュ
ス
』
と
い
う
通
り
名
で
呼
ば
れ
、
一
四
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
人
気
を
博
し
、
四
点
の
狩
猟
書
の
中
で
最
多
の
四
六
点
の
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
四
点
は
一
部
の
章
を
抜
粋
し
た
一
五
世
紀
の
抄
本
で
あ
る
。
四
点
の
う
ち
二
点25
）
は
、『
善
き
猟
犬
係
』
と
も
呼
ば
れ
、
当
時
も
っ
と
も
高
貴
な
狩
猟
と
さ
れ
た
鹿
狩
り
の
手
順
と
、
猪
狩
り
の
一
部
の
手
順
だ
け
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
章
の
構
成
も
変
更
さ
れ
、
三
二
｜
三
五
章
、
二
七
｜
三
〇
（
前
半
部
分
）
章
、
三
九
｜
四
一
章
、
三
八
章
、
三
〇
章
（
後
半
部
分
）、
三
七
章
、
四
二
章
、
五
四
章
、
四
三
章
（
二
部
に
分
割
）
の
順
に
収
録
さ
れ
て
い
る26
）
。
残
り
の
二
点27
）
は
、
ル
イ
・
ド
・
グ
ー
ヴ
ィ
（
生
没
年
不
詳
）
と
い
う
貴
族
が
『
狩
猟
の
書
』
の
猟
犬
係
の
修
行
と
鹿
狩
り
（
猪
狩
り
は
除
外
）
の
手
順
に
か
ん
す
る
章
（
二
二
｜
二
四
、
二
六
｜
三
五
、
三
八
｜
四
一
、
四
四
、
四
五
章
）
を
抜
粋
し
て
『
ヌ
ー
ヴ
ラ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ヌ
リ
』
と
い
う
題
を
つ
け
、
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の
王
族
ア
ラ
ン
ソ
ン
公28
）
二
六
に
献
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。
プ
テ
ィ
・
パ
レ
美
術
館
所
蔵
の
写
本
Ｌ
Ｄ
Ｕ
Ｔ
二
一
七
番
は
ア
ラ
ン
ソ
ン
公
旧
蔵
本
で
、
写
本
の
第
一
葉
裏
に
は
、
ト
ッ
プ
に
聖
ミ
カ
エ
ル
像
を
あ
し
ら
っ
た
、
帆
立
貝
型
の
金
鎖
を
持
つ
聖
ミ
シ
ェ
ル
騎
士
団
の
首
飾
り
に
囲
ま
れ
た
ア
ラ
ン
ソ
ン
公
家
の
紋
章
が
一
面
に
描
か
れ
、
隣
の
第
二
葉
表
に
は
ル
イ
・
ド
・
グ
ー
ヴ
ィ
が
ア
ラ
ン
ソ
ン
公
に
写
本
を
献
呈
す
る
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
二
つ
の
抄
本
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
高
貴
で
な
い
と
さ
れ
た
罠
や
飛
び
道
具
を
用
い
た
狩
猟
法
の
章
が
削
除
さ
れ
、
貴
族
的
な
狩
猟
に
か
ん
す
る
内
容
だ
け
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ロ
リ
ス
の
『
モ
デ
ュ
ス
王
の
狩
猟
の
書
』
の
写
本
の
事
例
も
併
せ
て
考
察
す
る
と
、
一
四
世
紀
の
狩
猟
書
は
、
し
ば
し
ば
鹿
狩
り
あ
る
い
は
鷹
狩
り
の
よ
う
な
、
も
っ
と
も
貴
族
的
と
さ
れ
る
狩
猟
法
の
内
容
だ
け
が
選
択
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
『
狩
猟
の
書
』
の
版
本
は
、
一
六
世
紀
の
第
一
四
半
期
に
パ
リ
で
三
度
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
版
元
に
よ
る
改
変
が
見
ら
れ
、
一
五
〇
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
ヴ
ェ
ラ
ー
ル
版
と
、
前
後
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
ト
レ
プ
レ
ル
版
は
、『
狩
猟
の
書
』
の
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
お
お
む
ね
忠
実
で
あ
る
も
の
の
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
無
か
っ
た
巻
頭
詩
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
『
狩
猟
物
語
』
の
鷹
狩
り
お
よ
び
、
猟
犬
を
用
い
た
狩
猟
と
猟
鳥
を
用
い
た
狩
猟
の
優
劣
に
つ
い
て
の
討
論
と
タ
ン
カ
ル
ヴ
ィ
ル
伯
に
よ
る
評
定
の
部
分
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
六
世
紀
に
な
っ
て
も
な
お
猟
犬
と
猟
鳥
を
用
い
た
狩
猟
を
一
対
の
貴
族
的
な
狩
猟
と
み
な
す
考
え
方
が
根
強
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
著
者
が
フ
ォ
ワ
伯
「
フ
ェ
ビ
ュ
ス
」
で
あ
る
こ
と
を
版
元
は
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
ベ
ア
ル
ン
副
伯
の
称
号
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
っ
た
外
国
の
地
名
に
つ
い
て
の
知
識
が
無
か
っ
た
の
か
、
そ
の
部
分
が
誤
植
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
献
呈
の
対
象
で
あ
っ
た
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
豪
胆
公
）
に
関
連
す
る
内
容
は
完
全
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
刊
行
さ
れ
た
ル
・
ノ
ワ
ー
ル
版
（
一
五
二
五
年
頃
）
で
は
、「
フ
ェ
ビ
ュ
ス
」
以
外
の
著
者
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
誤
り
で
あ
り
、
多
数
の
乱
丁
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、『
狩
猟
物
語
』
の
内
容
も
ふ
た
た
び
削
除
さ
れ
て
い
る
。
二
七
中
世
後
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
狩
猟
書
の
受
容
お
わ
り
に
技
術
書
か
ら
歴
史
史
料
へ
一
四
世
紀
な
か
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
ヴ
ァ
ロ
ワ
一
族
の
宮
廷
を
核
と
し
て
成
立
し
た
四
点
の
狩
猟
書
の
う
ち
三
点
は
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
、
帯
剣
貴
族
の
狭
い
サ
ー
ク
ル
の
中
で
権
威
と
し
て
受
容
・
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
約
二
世
紀
と
い
う
時
間
の
長
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貴
族
的
な
狩
猟
が
猟
犬
と
猟
鳥
を
用
い
た
狩
猟
で
あ
る
と
い
う
価
値
観
は
不
変
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
が
改
変
さ
れ
て
継
承
さ
れ
る
際
に
影
響
を
与
え
続
け
た
。
ま
た
、
狩
猟
の
技
法
に
か
ん
す
る
テ
ク
ス
ト
の
継
承
は
、
貴
族
的
な
狩
猟
の
「
技
術
」
の
継
承
と
も
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
著
が
成
立
し
た
当
初
著
作
に
含
ま
れ
て
い
た
人
名
や
地
名
な
ど
、
狩
猟
の
技
法
以
外
の
情
報
は
継
承
さ
れ
に
く
く
、
そ
の
傾
向
は
時
代
が
下
っ
た
一
六
世
紀
の
版
本
に
お
い
て
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
る
。
一
五
六
〇
年
以
降
、
近
代
に
至
る
ま
で
、
一
四
世
紀
の
狩
猟
書
は
再
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
あ
ら
た
な
著
作
の
登
場
に
よ
り
、
技
術
書
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
世
の
写
本
は
好
事
家
の
蒐
集
対
象
と
な
り
、
テ
ク
ス
ト
の
内
容
よ
り
も
、
書
物
の
形
態
（
豪
華
彩
色
写
本
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
）
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
テ
ク
ス
ト
の
内
容
が
ま
っ
た
く
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
狩
猟
と
い
う
技
術
と
は
無
関
係
の
記
憶
に
か
か
わ
る
部
分
、
す
な
わ
ち
一
六
世
紀
の
版
本
で
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
た
一
四
世
紀
の
固
有
名
詞
が
、
一
七
世
紀
の
国
王
修
史
官
ア
ン
ド
レ
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
（
一
五
八
四
｜
一
六
四
〇
）
の
関
心
を
引
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
四
世
紀
の
四
点
の
狩
猟
書
の
中
で
唯
一
古
版
本
を
持
た
ず
、
写
本
も
ほ
と
ん
ど
再
生
産
さ
れ
な
か
っ
た
『
狩
猟
宝
典
』
の
中
に
列
挙
さ
れ
て
い
た
、
当
代
の
角
笛
や
狩
猟
の
名
手
と
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
王
侯
貴
族
の
名
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
豪
胆
公
）
や
タ
ン
カ
ル
ヴ
ィ
ル
伯
ジ
ャ
ン
二
世
・
ド
・
ム
ラ
ン
、
ガ
ス
ト
ン
・
フ
ェ
ビ
ュ
ス
な
ど
の
名
も
記
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
の
写
本D
u
ch
esn
e
六
五
番
に
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
ナ
ン
ジ
『
フ
ラ
ン
ス
王
年
代
記
』
や
『
サ
ン＝
ド
ニ
年
代
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
史
書
の
ほ
か
、
伝
二
八
記
、
聖
人
伝
、
慣
習
法
な
ど
中
世
の
著
作
が
デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
の
手
で
大
量
に
転
写
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
最
後
に
『
狩
猟
宝
典
』
の
固
有
名
詞
が
列
挙
さ
れ
た
部
分
だ
け
が
筆
写
さ
れ
て
い
る29
）
。
こ
の
こ
と
は
、
中
世
の
狩
猟
書
が
歴
史
史
料
と
し
て
継
承
さ
れ
る
あ
ら
た
な
時
代
が
到
来
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
１
）
縦
巻
き
の
巻
子
本
を
指
す
。
横
巻
き
のv
o
lu
m
en
は
五
世
紀
頃
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
冊
子
本
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
２
）
Ｂ
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
（
佐
藤
彰
一
・
瀬
戸
直
彦
訳
）『
西
洋
写
本
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
七
｜
四
八
頁
、G
U
É
R
IN
,
P
.
(d
ir.),
L
ire
le
m
an
u
scrit
m
ed
ieval
:
O
bserver
et
d
ec-
rire
,
2
ed
.,
A
rm
a
n
d
C
o
lin
,
2017,
p
. 21
87.
３
）
小
川
知
幸
「
な
ぜ
そ
の
手
写
本
は
大
量
生
産
さ
れ
た
の
か
一
五
世
紀
活
版
印
刷
初
期
に
お
け
る
筆
写
工
房
」、
二
〇
〇
七
年
度
西
洋
史
研
究
会
大
会
自
由
論
題
報
告
要
旨
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
四
｜
二
五
日
、
於
青
山
学
院
大
学
、
四
｜
六
頁
。
４
）
堀
越
宏
一
『
も
の
と
技
術
の
弁
証
法
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
一
七
四
｜
一
七
八
頁
、
頼
順
子
「
中
世
後
期
の
狩
猟
と
狩
猟
術
の
書
」、
博
士
論
文
、
大
阪
大
学
、
二
〇
一
〇
年
（
未
刊
行
）、
五
｜
一
七
頁
、
三
九
｜
七
一
頁
、
同
「
一
五
｜
一
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
狩
猟
書
の
受
容
ア
ル
ト
ゥ
ル
シ
ュ
・
ド
・
ア
ラ
ゴ
ー
ナ
『
鷹
狩
り
』
を
例
に
」『
関
西
大
学
西
洋
史
論
叢
』、
二
〇
一
三
年
、
第
一
六
号
、
三
四
｜
三
五
頁
。
５
）
S
M
E
T
S
,
A
.
et
B
.
V
A
N
D
E
N
A
B
E
E
L
E
（
以
下V
D
A
と
略
記
）,«M
a
n
u
scrits
et
tra
ites
d
e
ch
a
sse
fra
n
ça
is
d
u
M
o
y
en
Â
g
e.
R
ecen
sem
en
t
et
p
ersp
ectiv
es
d
e
rech
er-
ch
e»,
R
om
an
ia,
116,
1998,
p
. 318
（
以
下
«M
a
n
u
scrits
et
tra
ites
d
e
ch
a
sse
fra
n
ça
is
d
u
M
o
y
en
Â
g
e»
と
略
記
）。
６
）
著
作
に
つ
い
て
は
以
下
の
校
定
版
を
参
照
し
た
。H
en
ri
d
e
F
errieres,
L
es
livres
d
u
roy
M
od
u
s
et
la
royn
e
R
atio
,
ed
.,
G
u
n
n
a
r
T
ila
n
d
er,
T
o
m
e
I,
P
a
ris,
S
o
ciete
d
es
a
n
cien
s
tex
tes
fra
n
ça
is,
1932
;
G
a
ce
d
e
la
B
u
ig
n
e,
L
e
rom
an
d
es
d
ed
u
is,
ed
.
A
○k
e
B
lo
m
q
v
ist,
(S
tu
d
ia
ro
m
a
n
ica
h
o
lm
ien
sia
ed
en
d
a
cu
ra
v
it
G
u
n
n
a
r
T
ila
n
d
er
III)
;
K
a
rlsh
a
m
n
,
1951
;
G
a
sto
n
P
h
eb
u
s,
L
ivre
d
e
ch
as-
se,
ed
ite
avec
in
trod
u
ction
,
glossaire
et
reprod
u
ction
d
es
87
m
in
iatu
res
d
u
m
an
u
scrit
616
d
e
la
B
iblioth
equ
e
n
ation
ale
d
e
P
aris,
ed
.,
G
u
n
n
a
r
T
ila
n
d
er,
(C
y
n
eg
etica
18
）,
K
a
rlsh
a
m
n
,
Jo
h
a
n
sso
n
,
1971
;
H
a
rd
o
u
in
d
e
F
o
n
ta
in
es-G
u
erin
,
T
resor
d
e
ven
erie
com
pose
l’an
M
.
C
C
C
.L
X
X
X
X
.IV
p
a
r
H
a
rd
o
u
in
,
seig
n
eu
r
d
e
F
o
n
ta
in
es-G
u
erin
,
ed
;
H
e
n
ri
M
ic
h
e
la
n
t,
M
e
tz
,
R
o
u
ssea
u
-P
a
llez,
1856.
７
）
頼
、
二
〇
一
〇
年
、
三
三
｜
三
四
頁
。
８
）
タ
ル
デ
ィ
フ
の
原
著
は
『
鷹
狩
り
術
と
猟
犬
の
書
』
で
あ
り
、
猟
犬
を
用
い
た
狩
猟
も
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
集
成
本
に
は
鷹
狩
り
術
の
書
の
み
が
収
録
さ
れ
た
。
二
九
中
世
後
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
狩
猟
書
の
受
容
９
）
頼
、
二
〇
一
〇
年
、
三
三
頁
。
10
）
Ｒ
・
シ
ャ
ル
テ
ィ
エ
、
Ｇ
・
カ
ヴ
ァ
ッ
ロ
編
（
田
村
毅
、
月
村
辰
雄
他
共
訳
）『
読
む
こ
と
の
歴
史
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。
11
）
西
欧
中
世
の
狩
猟
書
の
歴
史
お
よ
び
お
も
な
研
究
史
・
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。S
M
E
T
S
et
V
D
A
,
«M
a
n
u
scrits
et
tra
ites
d
e
ch
a
sse
fra
n
ça
is
d
u
M
o
y
en
Â
g
e.
R
ecen
sem
en
t
et
p
ersp
ectiv
es
d
e
rech
erch
e»;
Id
.,
L
a
L
itteratu
re
cyn
egetiqu
e
,
T
u
rn
h
o
u
t,
B
rep
o
ls,
1996
(T
y
p
o
lo
g
ie
d
es
so
u
rces
d
u
M
o
y
en
Â
g
e
o
ccid
en
ta
l,
fa
sc. 75).
狩
猟
書
の
文
学
的
系
譜
に
つ
い
て
はS
T
R
U
B
E
L
,
A
.
et
C
h
.
d
e
S
A
U
L
N
IE
R
,
L
a
poetiqu
e
d
e
la
ch
asse
au
M
oyen
A
ge:
L
es
livres
d
e
ch
asse
d
u
X
IV
siecle
,
P
a
ris,
P
.U
.F
.,
1994
;
V
D
A
,
L
a
L
itteratu
re
cyn
egetiqu
e
,
p
. 31
56
に
詳
し
い
。
そ
の
他
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
頼
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
｜
二
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
12
）
写
本
の
所
持
者
を
特
定
す
る
方
法
は
、
現
存
す
る
写
本
に
残
さ
れ
た
家
紋
や
署
名
を
手
が
か
り
に
す
る
や
り
方
と
、
財
産
目
録
や
蔵
書
目
録
に
記
載
さ
れ
た
書
名
か
ら
た
ど
る
や
り
方
が
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
現
存
す
る
写
本
の
所
持
者
を
も
と
に
分
析
を
行
っ
た
。
13
）
L
es
livres
d
u
roy
M
od
u
s,
p
.L
III-L
IV
.
14
）
H
A
S
E
N
O
H
R
,
G
.,
«G
a
ce
d
e
la
B
ig
n
e,
m
a
ıtre
ch
a
p
ela
in
d
e
tro
is
ro
is
d
e
F
ra
n
ce»,
É
tu
d
es
d
e
lan
gu
e
et
d
e
litteratu
re
d
u
M
oyen
Â
ge
offertes
a
F
elix
L
ecoy
par
ses
collegu
es,
ses
eleves
et
ses
am
is,
P
a
ris,
C
h
a
m
p
io
n
,
1973,
p
. 181
192.
15
）
図
１
参
照
。
16
）
M
IC
H
E
L
A
N
T
,
op.
cit.,
p
.X
I-X
II
;
B
R
U
N
E
L
L
IÉ
R
E
,
J.,
«G
a
sto
n
F
eb
u
s
et
H
a
rd
o
u
in
d
e
F
o
n
ta
in
es-G
u
erin
:
d
eu
x
a
p
p
ro
ch
es
d
es
so
n
n
eries
d
e
ch
a
sse
a
u
X
IV
sie-
cle»,
d
a
n
s
M
u
siqu
e
Im
ages
In
stru
m
en
ts
7
:
É
coles
et
trad
ition
s
region
ales
2
e
partie
,
P
a
ris,
C
N
R
S
,
2005,
p
.
149
150.
17
）
頼
、
二
〇
一
〇
年
、
一
〇
七
、
一
一
〇
、
一
一
五
頁
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
18
）
フ
ラ
ン
ス
王
が
狩
猟
書
の
献
呈
対
象
に
な
る
時
期
は
一
五
世
紀
末
と
遅
く
、
シ
ャ
ル
ル
八
世
（
一
四
七
〇
｜
一
四
九
八
）
の
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
シ
ャ
ル
ル
八
世
以
前
に
王
が
狩
猟
書
を
所
持
し
た
記
録
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
中
世
末
期
ま
で
狩
猟
が
王
の
務
め
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
世
俗
の
娯
楽
と
み
な
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
の
狩
猟
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
は
、
頼
、
二
〇
一
〇
年
、
一
三
｜
一
七
頁
参
照
。
19
）
P
a
ris,
B
N
F
fr. 12399,
177ff.
20
）
C
h
a
n
tilly
,
M
u
see
C
o
n
d
e
365,
27ff.
21
）
T
u
rin
,
A
rch
iv
io
d
i
S
ta
to
,
Jb
.II. 18,
202ff.
22
）
ジ
ャ
ン
・
ド
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
に
は
同
名
の
聖
職
者
の
弟
が
存
在
す
る
が
、
写
本
の
所
持
者
は
豪
華
彩
色
写
本
の
蒐
集
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
前
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
頼
、
二
〇
一
〇
年
、
一
三
九
頁
。
23
）
テ
ュ
コ＝
シ
ャ
ラ
に
よ
る
と
、
鹿
狩
り
が
「
王
に
ふ
さ
わ
し
い
（ro
y
a
l
）」
と
狩
猟
術
の
書
の
な
か
で
述
べ
た
の
は
ガ
ー
ス
が
最
初
で
あ
る
と
い
う
。T
U
C
O
O
-C
H
A
L
A
,
P
.,
G
aston
F
ebu
s:
三
〇
u
n
gran
d
prin
ce
d
’O
ccid
en
t
au
X
IV
e
siecle
,
P
a
u
,
ed
.
M
a
rrim
p
o
u
ey
jeu
n
e,
1976,
p
. 166.
鹿
狩
り
が
高
貴
な
狩
猟
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
一
四
世
紀
な
か
ば
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
す
で
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
24
）
こ
の
ヴ
ェ
ラ
ー
ル
版
の
『
災
厄
の
夢
』
は
、
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
よ
り
前
に
『
モ
デ
ュ
ス
王
の
狩
猟
の
書
』
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
25
）
P
a
ris,
B
N
F
l’A
rsen
a
l
3252, 71ff.
も
う
一
点
は
Ｍ
・
ジ
ャ
ン
ソ
ン
旧
蔵
本
（
現
在
所
在
不
明
）。
26
）
S
M
E
T
S
et
V
D
A
,
«M
a
n
u
scrits
et
tra
ites
d
e
ch
a
sse
fra
n
ça
is
d
u
M
o
y
en
Â
g
e»,
p
. 341.
27
）
P
a
ris,
M
u
see
d
u
P
etit-P
a
la
is,
L
D
U
T
217,
59ff.
も
う
一
点
は
Ｊ
・
ピ
シ
ョ
ン
旧
蔵
本
（
現
在
所
在
不
明
）。
28
）
ア
ラ
ン
ソ
ン
公
シ
ャ
ル
ル
四
世
（
一
四
八
九
｜
一
五
二
四
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。h
ttp
s: /
/
w
w
w
.a
rlim
a
.n
e
t /
il /
lo
u
is
d
e
g
o
u
v
is.h
tm
l
（
二
〇
一
八
年
六
月
二
七
日
取
得
）。
29
）
P
a
ris,
B
N
F
D
u
ch
esn
e
65,
f. 191r-v
.
（
本
報
告
は
二
〇
一
一
年
度
松
下
幸
之
助
記
念
財
団
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）。
三
一
中
世
後
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
一
四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
狩
猟
書
の
受
容
